





















































として、 「過去の自己の顕示」 「他者-の関心」 「自己主張」 「将来の自己に対する
不安」 「自己を散り巻く環境-の不安」 「琵在の自己への不安」がある。将来の希望
が無いことが、梶田のいう一般的自己概念より崩れやすい特徴を有している。
